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1.離型剤再使用システムの特徴・効果
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＜特徴＞

1)高効率的な油水分離装置。

2)油分とスケールを分別回収。

3)シンプルなシステム構成。
（維持管理が容易）

1)離型剤再生品質の向上。

2)新液使用量の低減による
コストメリット。

（廃液量の低減）

3)油分、スケールの再利用・
再資源化が可能。

4)作業環境の改善。

＜効果＞

＊使用済み離型剤を回収し、混入した油分・ｽｹｰﾙを分除去して離型剤として再使用するシステム＊

長年の導入実績があり、

当社独自のノウハウを蓄積。



2.スケール回収系統

②ｽｹｰﾙ回収ﾀﾝｸ

ｼｭｰﾄにて回収した

ｽｹｰﾙ及び離型剤を

回収。

③ﾏｸﾞﾈｯﾄｾﾊﾟﾚｰﾀ

ｽｹｰﾙ回収ﾎﾟﾝﾌﾟ

から送られてくる

ｽｹｰﾙ及び離型剤

から，ｽｹｰﾙのみ

を除去。

④ｼｭｰﾄ洗浄用配管

ﾏｸﾞﾈｯﾄｾﾊﾟﾚｰﾀからの

戻り液を利用し，ｼｭｰﾄ

上のｽｹｰﾙを洗い流し

ｽｹｰﾙ回収ﾀﾝｸへ送る。

①シュート

ﾌﾟﾚｽより落下してくる

ｽｹｰﾙ及び離型剤を

効率よく回収。
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3.油分回収系統

①沈静ﾀﾝｸ

送られてくる離型剤

を沈静させ、油分を

分離させる。

③浮上油回収装置

．

④濃度調整ﾀﾝｸ

糖度、伝導率管理

により離型剤の濃

度を自動調整し供

給を行う．

②油水分離ﾀﾝｸ

油水分離能力を最大

限に発揮する特殊特殊特殊特殊

機構ﾀﾝｸ。機構ﾀﾝｸ。機構ﾀﾝｸ。機構ﾀﾝｸ。

油分を比重差で分離

、回収。ﾌｨﾙﾀｰ等消耗

品無し。
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4.離型剤再使用システム導入実績

１．導入ライン数

Ａ社 ３ライン

Ｂ社

３１ライン

（海外５ライン）

その他 ４ライン

合計 ３８ライン３８ライン３８ライン３８ライン

プレス(t) ライン数

１５００ｔ ２ライン

１６００ｔ ７ライン

２０００ｔ ５ライン

２５００ｔ １ライン

３０００ｔ ３ライン

３５００ｔ ４ライン

４０００ｔ ２ライン

４５００ｔ ３ライン

５０００ｔ ４ライン

６５００ｔ １ライン

その他 ４ライン

（内訳）



5.離型剤再使用システム導入効果事例（1)
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事例2. B社5000tﾗｲﾝ

廃液低減効果
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事例1. B社3500tﾗｲﾝ
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混入油分量

ｽｹｰﾙ量

月

ｼｽﾃﾑ導入後ｼｽﾃﾑ導入後ｼｽﾃﾑ導入後ｼｽﾃﾑ導入後

ｽｹｰﾙ量ｽｹｰﾙ量ｽｹｰﾙ量ｽｹｰﾙ量 ：：：：93%減減減減
混入油分：混入油分：混入油分：混入油分：96%減減減減

ｼｽﾃﾑ導入後ｼｽﾃﾑ導入後ｼｽﾃﾑ導入後ｼｽﾃﾑ導入後

廃液量：廃液量：廃液量：廃液量：92%減減減減
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スケール量 2500 180

混入油分 5000 200

システム導入前 システム導入後

ｼｽﾃﾑ導入後（ｼｽﾃﾑ導入後（ｼｽﾃﾑ導入後（ｼｽﾃﾑ導入後（1年経過後年経過後年経過後年経過後)
油分量油分量油分量油分量 ：：：：100ppm以下以下以下以下
ｽｹｰﾙ量：ｽｹｰﾙ量：ｽｹｰﾙ量：ｽｹｰﾙ量： 40ppm以下以下以下以下
の状態を保持の状態を保持の状態を保持の状態を保持

油分・ｽｹｰﾙ量計測結果

離型剤再使用品質
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黒色離型剤黒色離型剤黒色離型剤黒色離型剤 白色離型剤白色離型剤白色離型剤白色離型剤 白色離型剤＋ｼｽﾃﾑ白色離型剤＋ｼｽﾃﾑ白色離型剤＋ｼｽﾃﾑ白色離型剤＋ｼｽﾃﾑ

千円千円千円千円

ランニングコストランニングコストランニングコストランニングコスト

事例3．年間のランニングコスト比較

ランニングコスト内訳

①原液購入費

②潤滑油購入費

③工業用水費

④廃液処理費

⑤汚泥処理費

使用済み離型剤全量廃液

6.離型剤再使用システム導入効果事例(2)

システム導入後システム導入後システム導入後システム導入後

コスト（対黒色）：７８％減コスト（対黒色）：７８％減コスト（対黒色）：７８％減コスト（対黒色）：７８％減

コスト（対白色）：８６％減コスト（対白色）：８６％減コスト（対白色）：８６％減コスト（対白色）：８６％減

離型剤再使用システム離型剤再使用システム離型剤再使用システム離型剤再使用システム

イニシャルコストイニシャルコストイニシャルコストイニシャルコスト

※※※※償却年数：１０年償却年数：１０年償却年数：１０年償却年数：１０年

（システム導入後）（システム導入前）

+60%

－86%
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7.その他導入効果事例

1)廃棄物「ゼロ」、更にユーザーによる回収油分・スケールの再資源化

を実現。

2)ピット内スケール清掃回収作業「ゼロ」を実現。

＜導入前＞

離型剤

油

油

油

ｽｹｰﾙ

（回収ﾀﾝｸ内液は全て廃棄処理）

＜問題点＞＜問題点＞＜問題点＞＜問題点＞

1)1ヶ月で約1.5tの
廃棄物発生

2)2ヶ月に1回地下
ﾋﾟｯﾄ内ｽｹｰﾙ回収

作業有り
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再利用再利用再利用再利用

油分

ｽｹｰﾙ

離型剤

分別回収分別回収分別回収分別回収

↓

再資源化再資源化再資源化再資源化

＜導入後＞

→

ｽｹｰﾙ ｽｹｰﾙ


